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『
オ
ー
デ
ィ
オ
と
私
』
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口
の
悪
い
友
人
達
に

〝
関
東
の
有
名
な
川
で
渡
ら

ね
ぇ
の
は
多
摩
川
だ
け
じ
ゃ
ね
ぇ
か
〟

な
ど
と
冷
や

か
さ
れ
な
が
ら
、
取
手
に
転
居
し
て
三
十
余
年
、
い

つ
の
間
に
か
古
稀
も
通
り
過
ぎ
た
三
年
前
、
ご
縁

あ
っ
て
Ａ
Ａ
Ｆ
Ｃ
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

同
じ
趣
味
を
持
つ
多
く
の
方
々
と
知
り
合
え
た
幸
せ

を
味
あ
わ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

同
じ
頃
、
利
根
川
の
土
手
下
の
五
十
坪
ほ
ど
の
土
地

を
使
わ
せ
て
頂
き
、
お
百
姓
の
真
似
事
を
始
め
、
い

つ
の
日
か
百
に
な
れ
ま
す
よ
う
「
九
十
九(

つ
く
も)

後
一
」
と
名
乗
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

生
ま
れ
は
人
形
町
末
廣
の
隣
町
の
日
本
橋
蛎
殻
町

で
幼
少
の
頃
か
ら
寄
席
好
き
の
祖
父
に
連
れ
ら
れ

て
、
上
中
下
席
の
月
に
三
回
は
、
人
形
町
末
廣
に
通

い
黄
金
期
の
昭
和
の
落
語
を
見
聞
き
し
な
が
ら
育
ち

ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
代
は
名
曲
喫
茶
と
レ
コ
ー
ド･

コ
ン

サ
ー
ト
の
全
盛
時
期
。
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
美
術
館
の
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
後
年
オ
ー
デ
ィ
オ･

テ
ク
ニ
カ
を
興
さ

れ
た
松
下
さ
ん
が
責
任
者
だ
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。有

楽
町
の
ビ
デ
オ･
ホ
ー
ル
で
は
、
大
が
か
り
な
装

置
を
使
っ
た
某
オ
ー
デ
ィ
オ･

ク
ラ
ブ
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
あ
り
、
ケ
ン
ペ
ン
指
揮
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
交

響
曲
第
五
番
（
エ
ピ
ッ
ク
盤
）
を
腰
が
抜
け
る
ほ
ど

良
い
音
で
鳴
ら
し
て
い
た
の
に
出
会
い
ま
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
高
校
二
年
の
夏
、
日
本
橋
三
越
で

中
元
配
達
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
た
あ
る
日
、
窓
口

の
姉
上
様
方
に
、
三
越
新
館
が
未
だ
興
亜
火
災
だ
っ

た
頃
、
そ
の
裏
路
地
を
三
越
に
向
か
っ
て
入
っ
た
左

側
の

〝
ブ
ラ
ジ
レ
ー
ロ
〟

で
ご
馳
走
に
な
り
、
こ

れ
が
名
曲
喫
茶
の
初
体
験
で
し
た
。

そ
こ
に
は
マ

ス
タ
ー
の
カ
メ
ラ
仲
間
だ
っ
た
ア
メ
リ
カ
軍
少
佐
帰

国
の
際
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ
る
鼈
甲
色
の
ガ
ラ
ー
ド

の
オ
ー
ト
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
と
軍
規
格
黒
管
６
Ｖ
６
Ｐ

Ｐ
の
ア
ン
プ
で
グ
ッ
ド
マ
ン
の
十
二
吋
を
鳴
ら
し
て

い
ま
し
た
。

レ
コ
ー
ド
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
室
内
楽
が
中

心
で
し
た
が
、
そ
の
中
に
キ
ア
ソ
ン
が
弾
い
た
ク
ー
プ

ラ
ン
の
ク
ラ
ヴ
サ
ン
曲
集
（
米
リ
リ
コ
ー
ド

Ｌ
Ｌ
１

２
）
が
あ
り
、
ク
ー
プ
ラ
ン
と
は
何
者
な
の
か

ク
ラ
ブ

サ
ン
と
は
ど
ん
な
楽
器
な
の
か
も
知
ら
ず
に
聞
き
惚

れ
た
事
が
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
の
め
り
込
む
き
っ
か

左
の
写
真
は
愛
用
の
機
器
類
を
前
に
し
た
関
田
様
と

下
は
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ

Ｅ
Ｓ
Ｌ

け
に
な
り
ま
し
た
。
後
年
そ
の
レ
コ
ー
ド
が
手
に
入

り
、
ク
ラ
ヴ
サ
ン
が
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
コ
ウ
ヘ
ト
（
ク
ー

シ
ェ
）
の
名
器
だ
と
知
り
、
当
時
の
マ
イ
ナ
ー
・
レ
ー

ベ
ル
の
見
識
の
高
さ
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
の
夏
、
都
内
有
数
の
Ｓ
Ｐ
・
Ｌ
Ｐ
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
誇
る
銀
座
二
丁
目
並
木
通
り
角
の

〝
え
ち
ゅ
ー
ど
〟

に
鞍
替
え
。
こ
の
店
の
ス
ピ
ー
カ
ー

は
、
上
向
き
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
八
吋
フ
ル
レ
ン
ジ
と
三

台
の
コ
ー
ン
ツ
イ
ー
タ
ー
を
取
り
囲
み
、
百
合
の
花
の

様
な
反
射
板
を
付
け
た
解
放
型
を
、
低
音
用
の
十
二
吋

密
閉
箱
の
上
に
載
せ
た
オ
ー
ル

ワ
ー
フ
ェ
デ
ル
・
シ
ス

テ
ム
で
し
た
。

今
も
残
る
そ
の
音
味
の
良
さ
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
店
の
常
連
は
、
小
石
川
の
御
前
と
お
呼
び
し
て
い

た
カ
ペ
ー
Ｓ
Ｑ
を
生
で
聴
い
た
事
が
自
慢
の
元
華
族
を

始
め
、
某
総
合
商
社
の
部
長
さ
ん
な
ど
錚
々
た
る
メ
ン

バ
ー
で
し
た
。

最
年
少
の
恐
い
も
の
知
ら
ず
、
図
々
し
く
お
仲
間
に
入

れ
て
頂
き
、
毎
度
御
前
宅
に
お
邪
魔
し
て
は
自
慢
の
手

巻
き
ク
レ
デ
ン
ザ
で
カ
ペ
ー
Ｓ
Ｑ
至
高
の
名
演
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
弦
楽
四
重
奏
曲
第
一
〇
番
〝
ハ
ー
プ
〟

を
聴
か
せ
て
頂
き
、
そ
の
度
に
ご
馳
走
に
な
っ
た
東
五

軒
町
の
鰻
重
は
、
今
も
耳
と
舌
に
残
る
至
福
の
思
い
出

で
す
。

こ
の

〝
え
ち
ゅ
ー
ど
〟

で
最
初
に
夢
中
に
な
っ
た
レ

コ
ー
ド
は
、
シ
ェ
ル
ヘ
ン
指
揮
の
マ
タ
イ
で
福
音
史
家

を
務
め
た
ユ
ー
グ
・
ク
エ
ノ
ー
が
歌
っ
た
ラ
モ
ー
の
世

俗
カ
ン
タ
ー
タ
集
（
米
リ
リ
コ
ー
ド
Ｌ
Ｌ
４
４
）
で
、
今

も
愛
聴
盤
と
し
て
手
元
に
残
っ
て
い
ま
す
。

二
年
後
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
生
誕
二
百
年
、
こ
の
店
の
新

春
第
一
回
コ
ン
サ
ー
ト
は
ラ
ン
ド
フ
ス
カ
が
１
９
４
５

年
二
回
目
に
録
音
し
た
バ
ッ
ハ
の
ゴ
ー
ル
ド
ベ
ル
ク
変

奏
曲
（
米
Ｒ
Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｍ
１
０
８
０
）
で
し
た
。

若
し
運
命
を
変
え
た
一
枚
の
レ
コ
ー
ド
が
あ
る
も
の
な

ら
、
二
十
歳
の
春
そ
れ
に
出
会
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

寝
て
も
覚
め
て
も
、
こ
の
曲
が
頭
の
中
で
鳴
り
続
け
、
暮

れ
ま
で
に
絶
対
に
我
が
家
で
鳴
ら
し
て
見
せ
る
ぞ
と

誓
っ
た
も
の
で
し
た
。

十
二
月
に
稼
い
だ
全
資
金
を
握
り
締
め
、
暮
れ
の

秋
葉
原
を
駆
け
巡
り
モ
ー
タ
ー
は
Ｋ
Ｓ
ー
Ｌ
３
Ｓ
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
は
日
本
電
気
文
化
の
Ｐ
１
４
Ｌ
Ｓ
、
ス
ピ
ー

カ
ー
は
８
Ｐ
Ｗ
１
を
買
い
そ
ろ
え
、
ア
ン
プ
は
友
人
作

の
プ
リ
＋
６
Ｖ
６

Ｐ
Ｐ
で
シ
ス
テ
ム
が
遂
に
完
成
、

ラ
ン
ド
フ
ス
カ
の
ゴ
ー
ル
ド
ベ
ル
ク
変
奏
曲
が
我
が
家

で
鳴
り
響
い
た
こ
の
日
は
、
サ
ン
ザ
・
ク
ロ
ー
ス
で

や
っ
て
来
た
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ
で
し
た
。

昭
和
四
十
二
年

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
イ
ヤ
ー
ス
ピ
ー

カ
ー
Ｓ
Ｒ
１
と
ド
ラ
イ
ブ
ア
ン
プ
Ｓ
Ｒ
Ａ
７
Ｓ
に

出
会
っ
た
の
が
運
の
尽
き
、
今
日
ま
で
癒
え
る
こ

と
が
な
い
骨
が
ら
み
の
コ
ン
デ
ン
サ
ー
病
に
な
り

ま
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
、
シ
ュ
ワ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
で
お

馴
染
み
の
、
夢
に
ま
で
見
た
久
恋
の
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
ー

Ｅ
Ｓ
Ｌ
ブ
ロ
ン
ズ
を
手
に
入
れ
、
十
五
年
使
い
何

の
不
満
も
な
か
っ
た
の
に
、
こ
の
道
楽
の
業
と
言

う
も
の
で
し
ょ
う
か
、
平
成
四
年
に
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
ー

Ｅ
Ｓ
Ｌ
ー
６
３
プ
ロ
に
乗
り
換
え
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
が
、
因
果
応
報
、
そ
の
報
い
で
片
方
が
ト

ラ
ブ
ル
発
生
で
入
院
中
で
す
。

ラ
ン
ド
フ
ス
カ
と
リ
リ
ー
・
ク
ラ
ウ
ス
を
聴
く
た

め
に
始
め
た
オ
ー
デ
ィ
オ
で
す
が
、
音
が
苦
に
な

ら
な
い
よ
う
に
音
を
楽
し
も
う
と
、
オ
ー
デ
ィ
オ

は
一
時
休
止
に
し
て
治
療
に
専
念
し
て
お
り
ま

す
。今

は
サ
ブ
の
Ⅲ
Ｌ
Ｚ
で
、
畏
れ
多
く
も
皇
室
の

ご
紋
章
と
同
じ
で
、
唯
々
キ
ク
だ
け
に
し
て
お
り

ま
す
。

な
お
末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
七
月
の
例
会
で

ご
披
露
頂
い
た
、
高
橋
様
の
労
作

マ
タ
イ
の

デ
ィ
ス
コ
グ
ラ
フ
ィ
で
、
Ｆ
・
レ
ー
マ
ン
の
マ
タ

イ
は
、
四
十
九
年
録
音
し
か
な
い
こ
と
が
確
認
出

来
、
永
年
の
妄
が
解
け
ま
し
た
こ
と
を
、
高
橋
様

に
心
か
ら
御
礼
申
し
あ
げ
、
雑
文
を
終
わ
り
ま

す
。

関
田

真
一

『
Ａ
Ａ
Ｆ
Ｃ
創
立
十
五
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
』

十
月
九
日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら
Ａ
Ａ
Ｆ
Ｃ
創
立

十
五
周
年
記
念

オ
ー
デ
ィ
オ
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
手
賀

沼
公
園
内
ア
ビ
ス
タ
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

会
場
の
設
営
は
手
慣
れ
た
会
員
に
よ
り
予
定
時
間
に

は
全
て
準
備
が
終
了
し
た
。

生
憎
の
雨
で
あ
っ
た
が
約
七
十
名
（
会
員
を
含
む
）
の

参
加
を
得
て
ほ
ぼ
満
員
の
会
場
と
な
っ
た
。

今
年
は
二
部
構
成
と
し
た
。
第
一
部
は
「
会
員
自
作

の
機
材
に
よ
る
音
源
再
生
」
と
し
て
小
笠
原
会
員
の

「
手
作
り
蓄
音
器
」
に
よ
る
Ｓ
Ｐ
再
生
、
石
田
会
員
の

「
ル
ビ
ジ
ウ
ム
ク
ロ
ッ
ク
を
使
用
し
た
最
先
端
デ
ジ

タ
ル
オ
ー
デ
ィ
オ
」
、
上
條
会
員
の
「
銘
３
極
管
２
Ａ

３
を
蘇
ら
せ
る
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
」
に
よ
る
自
作

ア
ン
プ
紹
介
、
石
井
会
員
の
「
三
十
年
！
熟
成
に
熟
成

を
重
ね
た
改
造
手
作
り
ア
ン
プ
」
に
よ
り
自
慢
の
音
を

披
露
。
司
会
者
の
巧
妙
な
質
問
に
自
作
内
容
が
明
快
に

な
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

来
場
者
持
参
の
Ｃ
Ｄ
を
好
み
の
装
置
で
聴
く
コ
ー

ナ
ー
で
は
数
名
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
。

第
二
部
の
模
擬
例
会
で
は
三
名
の
会
員
が
通
常
の
例

会
を
短
縮
し
た
形
式
で
開
催
。
豊
島
会
員
は
「
イ
ヤ
～

音
楽
っ
て
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
も
の
な
の
で
す
ね
」

で
ボ
ー
カ
ル
、
弦
楽
器
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

名
曲
を
自

慢
の
装
置
で
。
大
久
保
会
員
は
女
性
会
員
を
代
表
し
て

「
チ
ェ
ロ
、
抒
情
の
世
界
」
を
内
外
の
名
曲
を
、
高
橋

会
員
は
「
バ
ッ
ハ

マ
タ
イ
受
難
曲
の
魅
力
」
を
代
表

的
な
演
奏
家
に
よ
り
三
曲
を
披
露
さ
れ
た
。

高
橋
会
員
編
纂
の
「
バ
ッ
ハ

マ
タ
イ
受
難
曲
の
デ
ィ

ス
コ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
は
Ａ
Ａ
Ｆ
Ｃ
十
五
周
年
記
念
出
版

と
し
て
会
場
で
販
売
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

販
売
さ
れ
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、
会
員
寄
贈
の

Ｃ
Ｄ
を
来
場
者
に
贈
呈
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
コ
ン
サ
ー

ト
が
好
評
で
次
回
も
期
待
す
る
意
見
が
多
か
っ
た
。

五
時
半
に
は
全
て
片
付
け
も
終
わ
り
約
三
十
名
で
東

我
孫
子
の
中
華
料
理
店
を
貸
し
切
っ
て
の
大
宴
会
と

な
り
休
会
、
Ｏ
Ｂ
会
員
な
ど
懐
か
し
い
メ
ン
バ
ー
も
集

い
旧
交
を
温
め

コ
ン
サ
ー
ト
の

成
功
を
祝
っ
た
。

何
時
も
の
こ
と

な
が
ら
会
員
各

位
の
熱
い
協
力

の
お
陰
で
無
事

成
功
裏
に
コ
ン

サ
ー
ト
が
終
了

出
来
た
こ
と
を

心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
る
。会

長


